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人口減少にうち克つ
【シリーズ】

【シリーズ】人口減少にうち克つ

【要　約】
・鹿児島県内のタクシー業の市場規模（営業収入）は、2014年度にはピークの1991年度と
比較して半減している。要因としては人口減少に加え、他公共交通機関に比べて割高な運
賃や自家用車の世帯保有台数の増加、飲酒機会の減少などが影響している。
・一方で、需要減少のペースと比較し、車両数減少のペースは鈍い。限られた顧客を奪い合
う形で、競争は激化している。実働１日１車当たりの営業収入も減少、ドライバーの待遇
改善も課題となっている。
・今後は多様なニーズを捉えたサービスの提供や幅広い年齢層や交流人口を取り込むための
取り組みなど「攻め」の姿勢もさらに重要になる。タクシーの機動性を生かした「２地点
間の輸送にとどまらない付加価値を有するサービス」が求られる時代がきている。

はじめに
タクシーはバスや鉄道などと並んで、

地域を支える重要な交通機関の一つであ
る。その中でも、機動的な輸送手段で他
の公共交通機関にはみられない利便性の
高い交通サービスを提供しているのがタ
クシーの特徴といえる。ただ、人口減少
による市場縮小の影響は避けられず、全
国的にタクシー業の市場規模は年々縮小
傾向にある。本稿では本県の法人事業者
を中心にタクシー業の分析を行う注1。

市場規模は半減
本県タクシーの法人事業者数（2013年

度 末）は 150（ 全 体 499）、 車両数
（14年度末）は 3,649 台となり、い
ずれも減少傾向が続いている（図表１、
２）。13年度末の規模別事業者割合を
03年度末と比較すると車両数 10台以
下、従業員数 10人以下の小規模法人
事業者の割合が増えている（図表３-１、�

タクシー業界
Ⅰ 業種分析

注１）�本県タクシー業における法人事業者が占める比率は事業者数が
30.1％、車両数が91.4％、輸送人員が95.3％、営業収入が95.1％
（13年度）。

図表1　本県のタクシー事業者数
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図表2　本県のタクシー車両数
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